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文化 年中の ことであった。 

朝鮮の 使節が 来朝した。 

いえな リ お ぼ 

家斉 将軍の 思し召し によ つ て 当代の 名家に 屛風を 描 

かせ 朝鮮 王に 贈る ことにな つた。 

えど ころ かのう ゆうせん 

柳 営 絵 所 預りは 法眼 狩野融 川で あつたが、 命に 応じ 

き 一 J う 

て 屋敷に 籠もり 近 江 八景 を 揮毫した。 大事の 仕事で 

あつたので、 弟子 達に も 手伝わせず 素描から 設 色まで 

融川 一人で 腕 を 揮った。 樹木 家屋の 遠近 濃淡 漁 舟人 馬 

の 往来 坐 臥、 皆 狩 野の 規矩に 準 リ、 一 点の 非の 打ち所 



淡い の」 

—— 何気なく 洩らした 阿部豊後守 のこの 一 言が 争論 

の 基で、 一大 悲劇が 持ち上が つたので ある。 

「はは あさよう にお 見えになります かな」 融川は どこ 

となく 苦^しく、 「しかし この 作は融 川に とりまして 

上作の つもりに ござります」 

うす 

「だから 見事 だと 申して いる。 ただし 少しく 砂子が 淡 

い」 

「決して 淡く は) J ざり ませぬ」 

「余の 眼から は 淡く 見 ゆる ぞ」 

「はばかりながら そのお 言葉 は 素人 評 かと 存 せられ ま 
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部屋 を 出た。 

もない。 

呑む ばかりで ある。 

川と 親しい、 林 大学 頭が 膝行り 出た が、 

申し上げ まする」 

の 数日 来 頭痛の 気味に ござりました」 

ど。 …… おおそう であった か」 

恐らく そのため。 …… なにとぞ お許し 

う」 

是非 もない のう」 



—— ちと 云い 過ぎた と 思って いたや さきと りなす 者 

が 出て 来たので 早速 豊後守 は 委せた のであった。 —— - 

しかし それ は 遅かった。 悲劇 は その 間に 起こった の 

である。 

二 

ちょうど 同じ 日の ことで あ つ た。 

葛 飾 北 斎 は 江戸の 町 を 柱 暦 を 売り歩い ていた。 

北 斎と いえば 一 世の 画家、 その 雄勁の 線描 写と その 

奇抜な 取材と は、 古今東西に 比 を 見ず といわれ、 ピカ 



「暦 を 売つ て 儲けた 金で ともかくも 葛 飾へ 行って 見よ 

う。 名主の 鹿 野 紋兵衛 様 は 日頃から 俺 を 可愛が つ てく 

ださる。 あのお 方に おすがりして 田地 を 貸して 頂こう _ 

俺に は 小作が 相応 だ」 

ひどく 心細い 心 を 抱いて、 今日 も 深 川の 住居から 神 

田の 方まで やって来 たが、 ふと 気が付いて 四辺 を 見る 

と、 鍛冶 橋 狩 野 家の 門前で ある。 

「南無 三宝、 これ はた まらぬ」 

あわてて 彼 は 逃げ かけた。 しかし 一 方 恋し さも あつ 

て 逃げ切って しまう こと も 出来なかった。 向かいの 家 

の 軒下へ 人目 立たぬ ように 身 を ひそめ、 冠った 手拭い 



二 

しかし 北 斎に は その 言葉が 頷き 難く 思 われた。 「爪 

立ち 採る と いうよう な こと は 童子と いえ ども 知つ て い 

る 害 だ」 —— こう 思われて ならなかった。 でい つまで 

しゅ-つね 

も 黙って いた。 この 執念い 沈黙が 融 川の 心 を 破裂 させ、 

破門の 宣告 を 下させた ので ある。 

「それ もこれ も 昔の こと だ」 こう 眩いて 北 斎 は 尚 も 

じっと 佇んで いたが、 寒さ は 寒し 人 は 怪しむ、 意 を 決 

して 歩き 出した。 

ものの 三 町と 歩かぬ うちに 行く手から 見覚え ある 駕 



と、 タラ タラと 駕籠の 底から、 雪に 滴 る ものが ある。 

北 斎の 見て いる 眼の 前で 雪 は 紅 と 一 変した。 

「あつ」 

と 叫んだ 声より 早く 北 斎 は 駕籠 先 へ 飛んで 行 つ たが、 

「二 飞、 口 110 43 ヒ， O ヽ 口 43 ヒゥ ヽ ： 一 

一 こ^' 力 tsui .tf レ 力 tsHi が レ 」 

グイと 棒 鼻 を 突き 返した。 

「狼藉者！」 

わき 

と 駕籠 側に いた、 二人の 武士、 狩 野 家の 弟子 は、 刀 

の 柄へ 手 を 掛けて、 颯と 前へ 躍り 出した。 

「何 を痴！ 迂濶 者め が！ お 師匠の 一大事 心 付か 

ぬか！ おろせお ろせ！ えい 戸 を 開けい」 



北 斎の 声の 凄じ さ。 気勢に 打 たれて 駕籠 はおりる。 

冠った 手拭い かなぐり 捨て、 べッ タリと 雪へ 膝 を 突き、 

グイと 開けた 駕籠 の 扉。 プンと 鼻 を 刺す は 血の 匂いだ。 

「お 師匠 様。 …… 」 

と 忍び音に、 ズッと 駕籠 内へ 顔 を 入れる。 

融川は 俯向き 首 垂れて いた。 膝から かけて 駕籠 一面 

► .1 うはん はん い き 

飛び散った 血で 紅 斑々、 呼 息 を 刻む 肩 の 揺れ、 腹 はたつ 

た 今 切った と 見える。 

「無念」 

と 融川は 首 を 上げた。 下唇に 鮮やかに 五 枚の 歯形が 

着いて いる。 喰いし ばった 歯の 跡で ある。 …… 額に か 



かる 鬢の 乱れ。 顔 は 藍より 蒼白で ある。 

「そ、 そち 誰 だ？ そち 誰 だ？」 

「は、 中島め に ござります。 は、 鉄 蔵め に ござります 

…：- J 

「無念であった ぞ— おのれ 豊 後！」 

「お 気 を 確かに！ お 気 を 確かに！」 

「 …… 一身の 面目、 家門の 誉れ、 腹切って 取り止めた 

わ— いずれの 世、 いかなる 代に も、 認められぬ 

は 名匠の 苦心 じ や！」 

「ごもっともに ござります。 ごもっともに ござり ま 

す！」 



「ここ は ど こじゃ？ ここ は ど こじゃ？」 

「お 屋敷 近くの 往来 中 …… 薬 召しましょう。 お 手当て 

なさり ませ」 

「無念！」 

と融川 はまた 呻いた。 

r 口 、つ、 1:1 

一 力 目； 督、 ャ.. w ！ ^ 

と 云いながら ガ ックリ となる。 

はっと 気が付いた 北 斎 は 駕籠の 戸 を 立てて 飛び 上 

がった。 それから 静かに こう 云った。 

「狩 野 法眼 様) J 病気で) 」 ざる。 駕籠 ゆるゆると お やり 

なされ」 



ところ 

「はい、 そのこと でございますが、 私 所 の 主人と 申す 

あきゅうど 

は、 商人 に 似合わぬ 風流 人で、 日頃から 書画 を 好み ま 

ひいき 

すと ころから、 文晁 先生に も ご 貝頭属 になり、 その 方面 

のお 話な ども 様々 承 わって おりました そうで、 今回 節 

さっきの ぼ 

句の 五月幟り にっき 先生に ご 意見 を 承 わりました とこ 

ろ、 当今 浮世絵の 名人と 云えば 北 斎 先生で あろうとの 

お 言葉。 主 人 大変 喜ば れ まして 早速 私に まかり 越して 

是非とも) J 依頼 致せよ とのこと、 さて こ そ 本日 取 急ぎ 

参りました 次第で ござります」 

わし 

「それで は文晁 先生が 俺 を 推薦く だされた ので？」 

「はい さように) J ざり ます」 



「むう」 

とに わかに 北 斎 は 腕 を 組んで 唸り 出した。 

当時に おける 谷文晁 は、 田 安中 納言 家のお 抱え 絵師 

で、 その 生活 は 小 大名 を 凌ぎ、 まことに 素晴らし いも 

しゃ ざん ろう 

のであった。 その 屋敷 を 写 山楼と 名付け、 そこへ 集ま 

る 人達 は いわゆる 一流の 縉紳 ばかりで、 浮世 絵師な ど 

t ず 力 

はお 百度 を 踏んでも 対面す る こと は 困難し かった。 I 

I その 文晁が 意外 も 意外 自分 を 褒め たという の だから 

いかに 固陋の 北 斎と いえ ども 感激せ ざる を 得なかった。 

「よろし ゆう > ざる」 

と 北 斎 は、 喜色 を 現わして 云った ものである。 



これが 江戸 中の 評判と なり 彼 は 一 朝に して 有名と 

なった。 彼 は 初めて 自信 を 得た。 続々 名作 を 発表した。 

「富士 百景」 「狐の嫁入り」 「百 人 一 首 絵 物語」 「北 斎漫 

画」 「朝鮮 征伐」 「庭訓 往来」 「北 斎 画譜」 - I いずれも 

充分 芸術的で そうして 非常に 独創的であった。 

彼 は 有名に はな つ たけれ ど 決して 金持ちに はなれな 

かった。 貨殖の 道に 疎かった からで。 

彼 は 度々 住家 を 変えた。 彼の 移転 性 は 名高い もので 

一 生の 間に 江戸 巿中 だけで、 八十 回 以上 百 回 近く も 

転宅 をした という ことで ある。 越して 行く 家 越して 行 

く 家 いずれも 穢な いので 有名であった。 ひとつ は 物臭 



わった。 物 も 云わず 腕 を 組み 冷然と 侍 を 見詰めた もの 

である。 

ややあって 北 斎 はこう 云った。 

「どのような 絵 を ご所 望 かな？」 

「その 点 は 先生のお 心 次第にお 任せせ よとの ご靛 にご 

ざり ます」 

「さよう か」 

と 北 斎 は それ を 聞く と 不意に 凄く 笑った が、 

「心得ました。 描きましょう」 

「おおそれ では ご 承引 か」 

「いかにも 入念に 描きましょう。 阿部 K といえば 譜代 



の 名門。 かつ はお 上の ご 老中。 さような お 方に ご 依頼 

受ける は 絵師 冥利に ござります。 あっとば かりに 驚か 

れ るよう な 珍しい もの を 描きましょう。 フフ フフ 承知 

で ござる よ」 

五 

その 日 以来 門 を 閉じ、 一 切 来客 を 謝絶して 北 斎 は 仕 

事に 取り かかった。 弟子 はもち ろん 家人と いえ ども 画 

室へ 入る， j と を 許さな か つ た。 

きちが い 

彼の 意気込み は 物凄く、 態度 は 全然 狂人の ようで 



あった。 …… こうして 実に 二十日 間と いう もの 画面の 

前へ 坐り 詰めていた。 何 をい つたい 描いて いるで あろ 

う？ それ は 誰に も 解らなかった。 とにかく 彼 は その 

リレ. H4 し 

絵 を 描く に 臨 本と いう もの を 用いなかった。 今日の い 

わ ゆる モデルなる もの を 用いようと はしなかった。 彼 

は それ を 想像に よ つ て あるいは むしろ 追憶に よ つ 

て、 描いて いるよう に 思われた。 

こうして 彼 は 一 一十 日 目に とうとう その 絵 を 描き 上げ 

た。 

彼 は 深い 溜息 をした。 そうして じっと 画面 を 見た。 

彼の 顔に は 疲労が あった。 疲労れ た その 顔 を 歪めな が 



あれから 間もなく 豊後守 様 はお 役 をお 退きに なられた 

のです からね。 

私 は 溜飲 を 下げ ましたよ。 そうして 私 は 自分の 腕 を 

益， A 信じる ようになり ましたよ。 しかし 私 は 二度と 再 

び 幽霊の 絵 は 描きますまい。 何故と おっしゃ るので ご 

ざいます か？ 理由 はまこと に 簡単です、 たとえ この 

後 描いた ところで 到底 あのような 力強い 絵 は 二度と 出 

来ない と 思う からです」 

これ は 後年 ある 人に 向か つ て 北 斎の 洩らした 述懐で 

ある。 
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